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令和８年９月１日 発行 （国税庁 e―Tax キャラクター　イータ君）大月法人会は e―Tax を推進しています。
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社内で回覧してください
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令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
㈪
、
ホ
テ
ル

鐘
山
苑
に
於
い
て
開
催
。
定
時
総
会
開
会

前
に
、「
ヒ
ゲ
の
隊
長
」
こ
と
前
参
議
院

議
員
の
佐
藤
ま
さ
ひ
さ
氏
に
よ
る
「
我
が

国
の
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
、
会
員
・
一
般

含
め
百
五
十
名
が
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
で
は
、
令
和
七
年
度
決
算
報

告
を
始
め
予
定
さ
れ
て
い
た
案
件
す
べ
て

が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
終
了
後
に
は
、
総
会
を
以
っ

て
退
任
さ
れ
た
小
笠
原
前
専
務
理
事
へ
の

功
労
表
彰
、
支
部
会
員
増
強
表
彰
、
保
障

制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
名

　

大
月
税
務
署
長　
　

   

松
田　

泰
尚 

様

　

東
京
地
方
税
理
士
会

　
　

大
月
支
部
長　
　

   

髙
橋　

範
朗 

様

　

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

　
　

副
会
長　
　
　
　

   

佐
々
木
宏
明 

様

　

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　
　

統
括
国
税
調
査
官   

辰
野
美
喜
江 

様

　

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　
　

審
理
担
当
国
税
調
査
官   

杉
沼
遼
太
郎 

様

　

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

　
　

専
務
理
事　
　
　

   

酒
井　
　

信 

様

特
別
講
演
会
　
佐
藤
ま
さ
ひ
さ 

氏

退
任
役
員
表
彰
状
贈
呈

大
月
税
務
署   

松
田
泰
尚
署
長   

ご
祝
辞

税
理
士
会   

髙
橋
範
朗
大
月
支
部
長   

ご
祝
辞

大
月
法
人
会   

山
口
照
義
会
長   

挨
拶

　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
多
摩
支
社

　
　

甲
府
営
業
所
長　

   

上
大
谷
昌
幸 

様

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

　
　

山
梨
支
店
長　
　

   

西
須　

正
樹 

様

　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　

山
梨
支
社
長　
　

   

中
瀬　

昌
行 

様

表
　
彰

一
、
退
任
役
員
表
彰
状

　
　

前
専
務
理
事　
　

   

小
笠
原
能
久 

様

二
、
会
員
増
強
表
彰

　
　

銀
賞　
　
　
　

都　

留　

支　

部

　
　

銀
賞　
　
　
　

富
士
吉
田
統
括
支
部

三
、
保
障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰

　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

前
川
ま
ゆ
み 

様

　
　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社
代
理
店

　
　

エ
ス
プ
ラ
ン
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

白
井
恵
美
子 

様

大
月
法
人
会

第
十
五
回
定
時
総
会
・
特
別
講
演
会

（2）



山
梨
県
法
人
会
連
合
会   

功
労
者
表
彰

　
常
任
理
事

　
　

㈱
尾
形
製
作
所　

   

尾
形
　
　
直 

様

　
理
事

　
　

山
二
商
事
㈱　
　

   

赤
澤
　
克
夫 

様

全
国
法
人
会
総
連
合   

功
労
者
表
彰

　
理
事

　
　

㈱
龍
美
建
設　
　

   

清
水
美
恵
子 

様

　
理
事

　
　

三
浦
化
成
工
業
㈱   

三
浦
　
　
信 

様

山
梨
県
連   

佐
々
木
宏
明
副
会
長   

ご
祝
辞

懇
親
会   

辰
野
統
括
官   

乾
杯
ご
発
声

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

第
十
四
回
定
時
総
会

　

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
㈭
、
ア
ピ
オ

甲
府
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
り

十
四
名
が
出
席
。

　

令
和
七
年
度
決
算
報
告
の
承
認
を
始

め
、
予
定
さ
れ
て
い
た
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
表
彰
式
に
お
い
て
、
当

会
よ
り
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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科　　　目 令和７年度予算 令和７年度決算 令和８年度予算

正味財産増減計算書合計表

14,000
120,000

12,600,000
8,725,000
9,824,700
1,678,000

200,000
546,000

33,707,700

21,949,200
8,484,740
3,221,214

33,655,154
52,546

237,956,043
238,008,589

9,445,000
9,445,000

△ 9,445,000
0
0
0

238,008,589

3,250
122,850

12,464,000
7,049,022

10,086,700
1,608,000

205,187
725,516

32,264,525

20,795,123
7,612,696
3,526,578

31,934,397
330,128

237,956,043
238,286,171

9,445,000
9,445,000

△ 9,445,000
0
0
0

238,286,171

Ⅰ．一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
　(1) 経常収益
　　 基本財産運用益
　　 特定資産運用益
　　 受取会費
　　 事業収益
　　 受取補助金等
　　 受取負担金
　　 寄附金
　　 雑収益
　　経　常　収　益　計
　(2) 経常費用
　　 公益目的事業
　　 収益事業等
　　 管理費
　　経　常　費　用　計
当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ．指定正味財産増減の部
　受取補助金等
　　受取全法連助成金
　　受取県連助成金
　　一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ．正味財産期末残高

17,500
151,411

12,271,000
8,305,000

10,291,500
1,608,000

180,000
358,800

33,183,211

23,329,944
8,869,013
3,524,307

35,723,264
△ 2,540,053
238,286,171
235,746,118

9,736,600
9,736,600

△ 9,736,600
0
0
0

235,746,118

（単位：円）

正
副
会
長
会

　

八
月
二
十
日
㈭
、
午
後
四
時
三
十
分

よ
り
都
留
市
内
「
山
一
」
に
於
い
て
開
催
。

　

以
下
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
。

議
　
題

一
、�

今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

　
　
（
理
事
会
等
日
程
調
整
含
む
）

二
、�

法
人
会
全
国
大
会
（
茨
城
大
会
）
に

つ
い
て

三
、�

法
人
会
館
改
修
修
繕
（
地
震
に
よ
る

天
井
板
・
エ
ア
コ
ン
損
傷
等
）
に
つ

い
て

四
、�

関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状
候

補
者
に
つ
い
て

五
、�

令
和
九
年
度
任
期
満
了
に
よ
る
役
員

改
選
に
つ
い
て

六
、�

会
員
増
強
へ
の
取
組
に
つ
い
て

七
、�

そ
の
他

（4）



顧  
問

　
原
田
　
　
威

★
小
笠
原
能
久

相
談
役

　
新
名
　
米
光　

㈱
新
名
製
作
所

　

外
川
　
凱
昭　

㈲
山
岸
旅
館

　

細
田
　
幸
次　

㈱
富
士
山
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム

　

志
村
美
貴
代　

日
伸
総
建
㈱

　

髙
橋
　
範
朗　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部

★
飯
嶋
　
　
久　

㈱
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店

会
　
長

　
山
口
　
照
義　

㈱
メ
イ
ト

副
会
長

　

川
上
洋
一
郎　

川
上
建
設
㈱

　
堀
江
　
俊
隆　

㈱
堀
江
製
作
所

　
鈴
木
　
誠
一　

㈱
鈴
木
製
作
所

　

外
川
正
知
恵　

㈲
天
下
茶
屋

　

渡
邊
　
和
彦　

都
留
信
用
組
合

★
餌
取
　
一
成　

㈲
印
刷
エ
ト
リ

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

★
上
杉
　
　
昇　

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

常
任
理
事

　

土
屋
き
よ
美　

㈱
土
屋
製
作
所

　

尾
形
　
　
直　

㈱
尾
形
製
作
所

　

三
木
　
範
之　

甲
陽
産
業
㈱

　

西
室
　
信
男　

㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　

小
林
　
清
哲　

㈲
小
林
仏
壇

　

吉
沢
　
秀
雄　

㈲
吉
沢
製
パ
ン

　

堀
内
光
一
郎　

富
士
急
行
㈱

　

桑
原
　
　
誠　

秋
山
土
建
㈱

　

小
佐
野
昇
一　

㈲
こ
み
た
け
売
店

　

宮
下
　
　
崇　

テ
ク
ト
㈱

　

羽
田
　
広
樹　

㈱
丸
格
建
築

　

大
石
　
秀
世　

㈱
ア
ト
ラ
ス
測
量

　

渡
邉
　
良
孝　

登
り
坂
石
油
㈱

理
　
事

　

白
木
　
孝
郎　

三
共
建
設
㈱

　

守
屋
　
博
文
　
㈱
ト
ー
ホ
ー

　

市
川
　
公
子　

市
川
リ
ー
ス
㈱

　

清
水
美
恵
子　

㈱
龍
美
建
設

　

佐
々
木
弘
之　

㈱
田
中
屋

　

天
野
　
統
一　

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲

　

市
川
　
賢
一　

㈲
大
中
精
機
製
作
所

　

赤
澤
　
克
夫　

山
二
商
事
㈱

　

金
巻
　
　
裕　

㈲
中
村
薬
局

　

山
口
　
光
子　

㈲
山
口
製
作
所

　

奥
秋
　
公
大　

奥
秋
建
設
㈱

　

中
村
　
　
武　

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

★
堀
内
　
慎
也　

堀
内
電
気
㈱

　

菊
地
　
明
久　

㈱
長
田
電
材
工
業

　

鶴
田
み
さ
子　

㈱
ツ
ル
タ

　

桑
原
　
大
輔　

桑
原
電
業
㈱

　

白
須
　
一
政　

㈱
シ
ラ
ス
自
工

　

大
森
　
雄
介　

㈱
大
森
工
務
所

　

渡
邉
　
千
恵　

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

　

白
井
恵
美
子　

エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

　

渡
邊
　
三
雄　

三
和
建
設
㈱

　

山
下
佐
一
郎　

芙
蓉
実
業
㈱

　

横
打
香
代
子　

㈱
山
梨
重
機

　

武
川
　
哲
也　

㈱
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
富
士
五
湖

　
河
野
　
大
介　

㈲
河
野
保
険
事
務
所

　

大
森
　
保
廣　

㈱
大
森
林
業
所

　

三
浦
　
　
信　

三
浦
化
成
工
業
㈱

　
河
内
　
正
子　
㈲
サ
ン
ス
ペ
ー
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

　
天
野
　
隆
司　

丸
三
合
同
会
社

　
井
出
　
泰
済　

㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル 

　
井
出
　
　
隆　

井
出
電
気
㈱

　

松
浦
　
潤
一　

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

　
倉
澤
　
光
代　

㈱
協
和
生
コ
ン

外
部
理
事

　

佐
藤
　
明
弘　

佐
藤
測
量
事
務
所

監
　
事

　

荻
原
　
秀
祥　

㈱
ユ
ー
シ
ン

　

小
谷
田
　
融　

富
士
観
光
開
発
㈱

外
部
監
事

　
瀧
森
　
義
則　

瀧
森
義
則
税
理
士
事
務
所

理
事
相
当

　

吉
澤
　
武
司　

富
士
航
空
電
子
㈱

　

新
名
　
公
男　

㈱
新
名
製
作
所

　

小
泉
　
裕
次　

㈱
ユ
ー
キ

　

平
井
　
　
勉　

㈱
平
井
製
作
所

　

小
林
　
宏
好　

大
一
木
材
㈱

　

土
屋
　
和
也　

㈲
土
屋
輪
業

　

小
俣
　
真
吾　

㈱
丸
真
建
設

　

佐
波
　
佳
子　

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

　

堀
内
　
花
代　

堀
建
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱

　

佐
藤
　
　
誠　

㈱
佐
藤
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

細
田
　
浩
一　

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

　

餌
取
由
香
利　

㈲
印
刷
エ
ト
リ

　

小
林
　
大
希　

㈱
丸
大
産
業

　

山
崎
　
泰
洋　

山
崎
織
物
㈱

　

大
谷
　
和
伸　

オ
オ
タ
ニ
デ
ン
カ
㈱

　

前
田
　
市
郎　

㈱
前
田
源
商
店

　

前
田
正
太
郎　

㈱
マ
エ
セ
ン

　

萱
沼
　
孝
夫　

㈱
萱
沼
商
事

　

小
池
　
久
司　

㈲
小
池
時
計
店

　

渡
辺
　
浩
次　

渡
秀
工
業
㈱

　

小
野
耕
太
郎　

フ
ジ
ヤ
マ
㈱

　

羽
田
早
一
郎　

㈱
羽
田
印
刷

　

中
村
　
　
哲　

㈲
丸
正
電
器

　

池
上
美
奈
子　

㈱
池
上
工
務
店

　

中
村
　
　
元　

㈲
東
京
屋
製
菓

　

相
生
　
光
晴　

富
士
急
行
㈱

　

岩
田
　
伸
吾　

㈲
寿
司
華

　

奥
脇
　
芳
弘　

宮
川
電
気
㈱

　

伊
東
　
貴
也　

ふ
じ
さ
ん
リ
ゾ
ー
ト
㈱

　

吉
元
　
　
潤　

吉
田
精
工
㈱

　

小
山
田
可
能
子　
㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム

　

渡
辺
　
教
彦　

㈱
渡
辺
工
務
店

　

渡
辺
　
松
氏　

㈲
旅
館
松
屋

　

三
浦
　
敬
伯　

㈱
サ
イ
コ

　

三
浦
雄
一
郎　

㈲
森
の
家
久
野
屋

（
★
印
は
新
任
）

大
月
法
人
会
役
員
　
　（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

　

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会

が
六
月
十
日
㈬
、
大
月
税
務
署
会
議
室
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
七
年
度
事
業
・

決
算
報
告
及
び
令
和
八
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
を
原
案
通
り
承
認
。

　

七
月
二
十
二
日
㈬
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に

於
い
て
、
大
月
税
務
署
定
例
人
事
異
動

後
初
め
て
の
関
係
民
間
団
体
長
会
を
開
催

後
、
税
務
署
幹
部
職
員
及
び
団
体
役
員
等

総
勢
八
十
名
出
席
の
下
、
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
新
任
の
藤
淵
一
久
大
月
税
務

署
長
以
下
署
幹
部
職
員
の
紹
介
を
始
め
、

税
務
署
と
の
意
見
交
換
並
び
に
団
体
役
員

相
互
の
親
睦
・
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
活
動
報
告

富
士
吉
田
・
河
口
湖
支
部
合
同
役
員
会

七
月
二
日
㈭
　
都
留
信
用
組
合
本
店

青
年
部
会
第
十
五
回
定
時
総
会

五
月
二
十
五
日
㈪
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

租
税
教
育
推
進
協
議
会
定
期
総
会

五
月
二
十
七
日
㈬
　
大
月
市
民
会
館

青
年
部
会
活
動
報
告
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税
に
関
す
る
標
語
お
願
い

六
月
四
日
㈭
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校

税
に
関
す
る
標
語
お
願
い

六
月
四
日
㈭
　
富
士
河
口
湖
町
役
場

県
下
四
単
位
会
共
催
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
＆
税
金
教
室　
　

七
月
五
日
㈰
　
甲
斐
市
敷
島
体
育
館

税
に
関
す
る
標
語
お
願
い

六
月
四
日
㈭
　
富
士
北
稜
高
等
学
校

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

七
月
十
六
日
㈭
　
富
士
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部

（8）



部
会
長

　
宮
下
　
　
崇　

テ
ク
ト
㈱

副
部
会
長

　

渡
邊
　
三
雄　

三
和
建
設
㈱

　
細
田
　
浩
一　

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

幹
事
長

　
桑
原
　
大
輔　

桑
原
電
業
㈱

上
野
原
支
部
長

　
尾
形
　
　
直　

㈱
尾
形
製
作
所

大
月
支
部
長（
監
事
）

　
市
川
　
賢
一　

㈲
大
中
精
機
製
作
所

都
留
支
部
長（
広
報
委
員
長
）

　
堀
内
　
慎
也　

堀
内
電
気
㈱

富
士
吉
田
支
部
長

　
河
野
　
大
介　

㈲
河
野
保
険
事
務
所

忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

★
三
浦
　
和
則　

オ
シ
ノ
電
器
㈱

河
口
湖
支
部
長

　
三
浦
雄
一
郎　

㈲
森
の
家
久
野
屋

会
　
計

　
白
須
　
一
政　

㈱
シ
ラ
ス
自
工

大
月
副
支
部
長（
親
睦
委
員
長
）

　
小
林
　
宏
好　

大
一
木
材
㈱

富
士
吉
田
副
支
部
長

　
赤
池
　
優
樹　

㈱
権
守
土
木

忍
野
・
山
中
湖
副
支
部
長

★
渡
辺
　
俊
介　

サ
ン
コ
ー
電
気
㈱

河
口
湖
副
支
部
長

　
渡
辺
　
松
氏　

㈲
旅
館
松
屋

事
業
委
員
長

　
武
川
　
哲
也　

㈱
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
富
士
五
湖

幹
　
事

　
宮
田
　
千
治　

ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱

　
新
名
　
公
男　

㈱
新
名
製
作
所 

　
坂
本
　
康
嘉　

㈲
坂
本
鉄
工

　
西
室
　
信
男　

㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　
天
野
　
統
一　

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ス
ト
㈲

　
清
水
　
偉
也　

㈲
清
水
商
事
サ
ー
ビ
ス
工
場

　
白
輪
地
　
厚　

㈱
三
吉

　
平
井
　
　
勉　

㈱
平
井
製
作
所

　
小
泉
　
裕
次　

㈱
ユ
ー
キ

　
佐
藤
　
　
誠　

㈱
佐
藤
ダ
ン
ボ
ー
ル

　
野
武
　
直
記　

ユ
ニ
テ
ッ
ク
㈱

　
小
林
　
大
希　

㈱
丸
大
産
業

　
岩
下
　
　
稔　

㈲
岩
下
産
業

　
金
巻
　
　
裕　

㈲
中
村
薬
局

　
白
須
　
資
希　

富
士
新
幸
㈱

　
鈴
木
　
雅
俊　

㈱
鈴
木
工
業

　
佐
藤
　
哲
也　

㈱
Ｍ
Ｔ
Ｓ

　
堀
内
　
敏
男　

㈱
ウ
ェ
ブ
ベ
ン
ダ
ー

　
程
原
　
　
誠　

㈱
ア
ウ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
中
村
　
　
哲　

㈱
丸
正
電
器

　
平
井
　
尚
博　

㈲
平
井
製
作
所

　
羽
田
早
一
郎　

㈱
羽
田
印
刷

　
前
川
ま
ゆ
み　

大
同
生
命
保
険
㈱

　
松
浦
　
潤
一　

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

　
梶
原
　
　
洋　

船
津
観
光
㈱

　
小
佐
野
睦
浩　

㈲
小
佐
野
設
備

監
　
事

　
桑
原
　
　
誠　

秋
山
土
建
㈱

　
（
★
印
は
新
任
）

最
高
顧
問

　

天
野
　
喜
宗　

㈱
み
ど
り
や

　

川
上
洋
一
郎　

川
上
建
設
㈱

　

小
佐
野
昇
一　

㈲
こ
み
た
け
売
店

　

吉
元
　
　
潤　

吉
田
精
工
㈱

顧
　
問

　

守
屋
　
博
文　

㈱
ト
ー
ホ
ー

　

餌
取
　
一
成　

㈲
印
刷
エ
ト
リ

　

小
林
　
清
哲　

㈲
小
林
仏
壇

　

荻
原
　
秀
祥　

㈱
ユ
ー
シ
ン

　

奥
脇
　
芳
弘　

宮
川
電
気
㈱

　

堀
江
　
俊
隆　

㈱
堀
江
製
作
所

　

赤
澤
　
克
夫　

山
二
商
事
㈱

　

小
池
　
久
司　

㈲
小
池
時
計
店

　

中
村
　
　
武　

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

　
鈴
木
　
誠
一　

㈱
鈴
木
製
作
所

　
三
木
　
範
之　

甲
陽
産
業
㈱

　
深
沢
　
　
央　

な
だ
や
㈱

　
渡
邉
　
幸
男　

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

　
伊
東
　
貴
也　

富
士
山
リ
ゾ
ー
ト
㈱

　
三
浦
　
　
信　

三
浦
化
成
工
業
㈱

　
佐
々
木
弘
之　

㈱
田
中
屋

　
菊
地
　
明
久　

㈱
長
田
電
材
工
業

　

渡
邉
　
良
孝　

登
り
坂
石
油
㈱

　
奥
秋
　
公
大　

奥
秋
建
設
㈱

★
渡
辺
　
教
彦　

㈱
渡
辺
工
務
店

  

青
年
部
会
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　 （
順
不
同
、
敬
称
略
）

青
年
部
会
役
員
会
・
署
と
の
意
見
交
換
会

八
月
四
日
㈫
　
大
月
税
務
署
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女
性
部
会
第
十
五
回
定
時
総
会

五
月
二
十
五
日
㈪
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

県
連
女
連
協
正
副
会
長
会

七
月
三
日
㈮
　
甲
府
法
人
会
館

県
連
女
連
協
役
員
会
・
意
見
交
換
会

七
月
十
三
日
㈪
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

女
性
部
会
活
動
報
告

郡
内
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
　
　

五
月
九
日
㈯
　
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
　
　
　   

渡
辺
公
男
先
生
叙
勲
の
お
祝
い

女
性
部
会
都
留
支
部
税
務
研
修
会

七
月
二
十
二
日
㈬
　
山
一

上
野
原
支
部
慰
問

七
月
一
日
㈬
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ら
く
っ
と

第
二
十
三
回
施
設
慰
問
活
動　
　

六
月
十
一
日
㈭
　
い
ち
い
の
木
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絵はがきコンクールお願い（西桂小学校）

ら
し
い
作
品
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
喜
ぶ
姿
を
拝
見
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
部
会
大
月
支
部
長　

清
水
美
恵
子

小
学
生
租
税
教
室
と

税
に
関
す
る
絵
画
及
び

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

私
た
ち
大
月
法
人
会
女
性
部
会
で
は
、

租
税
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

十
一
月
十
一
日
か
ら
始
ま
る
「
税
を
考
え

る
週
間
」
に
先
駆
け
て
、
小
学
生
を
対
象

に
租
税
教
室
を
開
催
す
る
と
も
に
、「
税

に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」並
び
に「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
事
業
は
、
次
代
を
担
う
小
学
生
に

税
の
仕
組
み
、
税
の
果
た
す
役
割
、
そ
し

て
何
よ
り
も
税
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
女
性
部
会
五
支
部
が
輪

番
で
担
当
し
、
今
年
度
は
大
月
支
部
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

租税教室講師講習会（大月税務署）

時
に
は
、
み
ん
な
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
短
い
時

間
で
し
た
が
大
変
有
意
義
な
ひ
と
時
と

な
り
、
児
童
の
皆
さ
ん
も
税
金
が
い
か
に

自
分
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

か
、
理
解
し
て
く
れ
た
も
の
と
確
信
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

猿
橋
小
学
校
・
鳥
沢
小
学
校
の
皆
さ
ん

に
は
租
税
教
室
と
連
動
で
実
施
し
て
い

る
「
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に 

加
え
て
全
法
連
、
山
梨
県
連
、
大
月
法
人

会
が
主
催
で
実
施
す
る
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
応
募
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
例
年
同
様
に
西
桂
町
立
西
桂
小

学
校
並
び
に
都
留
市
立
禾
生
第
一
小
学
校

に
も
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
四
校
の
児
童

の
皆
さ
ん
に
は
夏
休
み
の
課
題
が
増
え
て

申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
素
晴

　

二
月
十
日
に
大
月
市
宇
野
教
育
長
を
お

訪
ね
し
、
猿
橋
小
学
校
・
鳥
沢
小
学
校
で

の
実
施
の
内
諾
を
頂
き
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
日
に
猿
橋
小
学
校
蔦
木
校

長
・
鳥
沢
小
学
校
土
屋
校
長
を
お
訪
ね
し
、

正
式
に
承
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
続
け
て
大

月
市
小
林
市
長
を
お
訪
ね
し
、
税
に
関
す

る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
ご
後
援
を
お
願
い

し
、
ご
快
諾
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
日
に
大
月
税
務
署
会
議
室
に
お

い
て
、
甲
府
税
務
署
太
田
税
務
広
報
広
聴

官
か
ら
租
税
教
室
講
師
養
成
講
座
を
受
講

し
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
役
員
が
講
師
と
な
り
、
六
月

十
八
日
・
六
月
二
十
二
日
に
租
税
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
六
年
生
五
十
八
名
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
見
な
が
ら
じ
ゃ
ん
け
ん

ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
ビ
デ
オ
ア
ニ
メ
を
見

た
り
、
特
に
最
後
の
一
億
円
が
登
場
し
た

租税教室　じゃんけんクイズ（猿橋小学校）

租税教室（鳥沢小学校）

租税教室　１億円体験（猿橋小学校）
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河
口
湖
副
支
部
長（
監
事
）

　

倉
澤
　
光
代　

㈱
協
和
生
コ
ン

親
睦
副
委
員
長

　

渡
邉
ふ
く
子　

㈱
渡
辺
商
店

コ
ー
ラ
ス
部
長

　

石
井
　
清
子　

規
予

幹
　
事

　

高
橋
　
式
子　

㈱
高
橋
建
設

　

市
川
　
公
子　

市
川
リ
ー
ス
㈱

★
東
山
　
邦
子　

㈲
Ｅ
Ｍ
工
業

★
髙
部
　
俊
子　

㈲
髙
部
工
務
所

★
山
口
　
陽
子　

㈲
鶴
川
精
密

★
小
林
　
利
江　

㈱
守
屋
材
木
店

　

小
高
　
洋
子　

㈲
コ
タ
カ
電
化

　

湖
山
　
和
子　

㈱
湖
山
商
事

　

内
藤
　
定
子　

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

　

川
村
　
真
弓　

立
正
堂
印
刷
㈲

　

小
林
登
喜
子　

㈲
神
戸
電
工

　

白
川
久
美
子　

山
陽
精
工
㈱

　

山
口
　
輝
子　

山
口
乳
業

★
小
林
　
直
美　

小
林
工
業
㈱

★
上
條
　
郁
江　

鳥
澤
灯
房
㈱

　
渡
辺
な
お
み　

宝
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
功
刀
真
佐
美　

桂
商
会
㈱

　
山
口
　
光
子　

㈲
山
口
製
作
所

　
程
原
　
洋
子　

㈱
ア
ウ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
菅
谷
　
勝
子　

㈲
す
が
や

　

佐
波
　
佳
子　

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

　

柏
木
　
智
恵　

㈱
柏
木
電
工

★
金
巻
　
弘
子　

㈲
中
村
薬
局

★
鈴
木
　
昌
恵　

㈱
鈴
木
工
業

★
小
林
　
み
よ　

㈲
小
林
仏
壇

★
西
間
庭
昌
江　

㈲
西
邦
商
事

★
志
村
有
美
花　

日
伸
総
建
㈱

　
浅
沼
　
歌
子　

富
岳
物
産
㈱

　
日
川
　
和
子　

㈲
日
川
時
計
店

　
渡
邉
　
千
恵　

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

　
伊
藤
　
道
子　

㈲
伊
藤

　
井
出
て
る
ゑ　

㈱
井
出
商
店

　
横
打
香
代
子　

㈱
山
梨
重
機

　

髙
橋
ま
す
子　
㈲
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
キ
タ
フ
ジ

　

渡
邊
伊
寿
美　

㈲
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

　

池
上
美
奈
子　

㈱
池
上
工
務
所

　

森
嶋
　
友
子　

㈱
弘
美
イ
ン
テ
リ
ア

　

渡
邉
　
林
美　

登
り
坂
石
油
㈱

　

小
林
ゆ
く
よ　

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

　

外
川
　
桂
子　

㈲
山
岸
旅
館

　

梶
原
　
広
子　

船
津
観
光
㈱

　

中
村
　
勝
子　

㈱
オ
プ
ト
ナ
カ
ム
ラ

　
（
★
印
は
新
任
）

顧
　
問

　

奈
良
　
紀
子　

㈲
大
和
屋
薬
局

　

志
村
美
貴
代　

日
伸
総
建
㈱

　

鶴
田
み
さ
子　

㈱
ツ
ル
タ

部
会
長

　
河
内
　
正
子　
㈲
サ
ン
ス
ペ
ー
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

幹
事
長（
上
野
原
支
部
長
）

　

土
屋
き
よ
美　

㈱
土
屋
製
作
所

大
月
支
部
長（
事
業
委
員
長
）

　

清
水
美
恵
子　

㈱
龍
美
建
設

都
留
支
部
長（
広
報
委
員
長
）

　

餌
取
由
香
利　

㈲
印
刷
エ
ト
リ

富
士
吉
田
支
部
長（
副
幹
事
長
）

　

白
井
恵
美
子　

エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

河
口
湖
支
部
長（
会
計
）

　

外
川
正
知
恵　

㈲
天
下
茶
屋

上
野
原
副
支
部
長（
広
報
副
委
員
長
）

　

志
村
　
時
江　

ハ
リ
カ
上
野
原

大
月
副
支
部
長（
親
睦
委
員
長
）

　
志
村
ひ
ろ
江　

志
村
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

都
留
副
支
部
長（
監
事
）

　
天
野
　
宏
美　

㈱
ミ
ツ
ワ
精
機
製
作
所

富
士
吉
田
副
支
部
長（
事
業
副
委
員
長
）

　

小
山
田
可
能
子　
㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム

  
女
性
部
会
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　 （
順
不
同
、
敬
称
略
）

（12）



全
法
連
広
報
委
員
会

七
月
六
日
㈪
　
全
法
連
会
館

　
　
　
　
　
　
山
口
会
長
出
席

新
設
法
人
説
明
会

八
月
十
九
日
㈬
　
大
月
税
務
署

令
和
八
年
度
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
促
進
山
梨
経
済
団
体
協
議
会
総
会

八
月
四
日
㈫
　
甲
府
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
山
口
会
長
出
席

決
算
法
人
説
明
会

六
月
二
十
四
日
㈬
　
大
月
法
人
会
館

八
月
　
十
九
日
㈬
　
大
月
税
務
署

正
副
税
制
委
員
長
会
議

六
月
五
日
㈮
　
大
月
法
人
会
館

県
連
税
制
委
員
会

六
月
十
二
日
㈮
　
甲
府
法
人
会
館

広
報
誌
封
入
作
業

四
月
三
十
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館

広
報
委
員
会

七
月
十
七
日
㈮
　
大
月
法
人
会
館

そ
の
他
の
活
動
報
告

○
株
式
会
社 

ア
ル
フ
ァ
ー
設
計

（
大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
二
七
八
〇
―
一
）

取
締
役　

小
林
　
正
巳

○
株
式
会
社 

ル
フ
ラ
ン

（
富
士
河
口
湖
船
津
八
九
〇
）

代
表
取
締
役　

渡
邊
　
一
真

○
ホ
ン
ダ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

株
式
会
社

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
東
六
―
二
―
八
）

代
表
者
取
締
役　

羽
田
　
淳
一

○
株
式
会
社 

淺
倉
工
務
店

（
上
野
原
市
上
野
原
三
二
八
四　

二
Ｆ
）

代
表
取
締
役　

淺
倉 

　
　
宏

○
株
式
会
社 

イ
ト
ワ
不
動
産 

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
―
一
―
二
―
Ｂ
）

代
表
取
締
役　

堀
内
　
　
勝

新
入
会
員
紹
介

（13）



　

令
和
八
年
六
月
十
二
日
㈮
、
甲
府
法
人
会

館
に
於
い
て
県
連
税
制
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
県
下
４
単
位
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
税
制

改
正
提
言
書
及
び
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
会
員
企
業
の
要
望

等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
県
連
提
言
書
と

し
て
全
法
連
へ
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人 

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

令
和
九
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

《
基
本
的
な
課
題
》

１
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

⑴�

財
政
健
全
化
に
向
け
て　

　

我
が
国
の
令
和
八
年
度
の
一
般
会
計
の
総

額
は
約
１
２
２
兆
円
と
な
り
、
四
年
連
続
で

１
１
０
兆
円
を
超
え
、過
去
最
大
と
な
っ
た
。

全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
る
「
社
会
保
障

費
」に
つ
い
て
も
39
兆
５
０
０
億
円
余
で
７
，

６
０
０
億
円
余
増
え
て
最
大
と
な
り
、
高
齢

化
に
伴
い
医
療
や
年
金
に
か
か
る
支
出
が
増

え
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
と
し
て
行
わ
れ
る

財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
る
。

　

国
の
借
金
拡
大
を
止
め
る
に
は
、
政
策
経

費
を
税
収
な
ど
で
賄
え
る
か
を
示
す
基
礎
的

財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
を

黒
字
化
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
本
格
的
な
歳
入
・
歳
出
の
一
体
的

改
革
に
入
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

⑵�

社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

　

少
子
高
齢
化
の
急
進
で
今
後
の
社
会
保
障

給
付
は
更
に
急
速
な
増
大
が
見
込
ま
れ
る

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
超
え
て
後
期
高
齢

者
と
な
り
、
年
金
を
始
め
と
し
た
社
会
保
障

費
は
膨
張
し
続
け
、
社
会
保
障
制
度
の
維
持

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

年
金
、
医
療
、
介
護
、
少
子
化
対
策
い
ず

れ
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
今
後
数
十
年
間
の

人
口
動
態
を
予
想
し
た
う
え
で
の
新
た
な
社

会
保
障
制
度
抜
本
的
制
度
改
革
を
行
う
と
と

も
に
、将
来
世
代
が
安
心
で
信
頼
で
き
る「
持

続
可
能
な
制
度
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

⑶�

行
政
改
革
の
徹
底

　

社
会
保
障
の
３
大
支
出
で
あ
る「
年
金
」「
医

療
」「
福
祉
」
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
り
財

政
赤
字
の
根
源
と
な
っ
て
お
り
、
か
た
や
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
で
収
入
が
減
少
す
る

中
、
支
出
は
増
加
し
続
け
て
い
る
た
め
、
社

会
保
障
費
へ
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
社
会
保
障
の
堅
持
が
危
ぶ
ま

れ
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
の
圧
縮
に
主
眼
を

向
け
た
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

政
党
助
成
金
の
削
減
を
始
め
、
地
方
議
員

を
含
め
す
べ
て
の
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬

の
一
層
の
削
減
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
国

や
地
方
に
お
い
て
も
自
ら
身
を
削
る
あ
ら
ゆ

る
無
駄
を
削
減
す
る
な
ど
、
行
政
改
革
を
徹

底
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

令
和
８
年
２
月
末
時
点
で
の
普
及
率
は
約

８
割
に
達
し
、
行
政
基
盤
と
し
て
は
定
着
し

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
利
用
率
は
低
く
、
健
康

保
険
証
利
用
は
約
３
〜
４
割
に
と
ど
ま
り
、

デ
ー
タ
誤
紐
付
け
や
本
人
確
認
の
曖
昧
さ
な

ど
、制
度
設
計
の
根
本
的
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

制
度
全
体
の
再
設
計
が
必
要
と
の
専
門
家
の

提
言
も
出
て
い
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
の
信
頼
確
保
を

最
優
先
に
制
度
運
用
の
透
明
性
向
上
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル

行
政
の
利
便
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
丁
寧
な

周
知
・
広
報
を
行
い
、
国
民
の
理
解
と
信
頼

を
得
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
適
切

な
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２
．
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策 

⑴�

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

①
中
小
企
業
軽
減
税
率
の
特
例

　

健
全
な
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企

業
が
立
ち
行
く
よ
う
、
中
小
法
人
に
適
用
さ

れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
特
例
15
％
を
本
則
化

と
し
、
昭
和
56
年
以
来
８
０
０
万
円
以
下
に

据
え
置
か
れ
て
い
る
中
小
企
業
軽
減
税
率
の

適
用
所
得
金
額
を
１
，
６
０
０
万
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

②
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

　

対
象
業
種
・
対
象
設
備
・
措
置
内
容
を
拡

充
し
、
中
古
、
貸
付
の
用
に
供
す
る
設
備
も

含
め
る
べ
き
で
あ
る
。（
現
時
点
で
は
、
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

③
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

　

取
得
価
格
の
損
金
算
入
額
の
上
限
（
合
計

３
０
０
万
円
）
を
撤
廃
し
、
全
額
を
損
金
算

入
と
す
べ
き
で
あ
る
。（
３
年
間
期
間
延
長

措
置
・
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３

月
31
日
ま
で
）

④
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制

　

対
象
業
種
・
対
象
設
備
・
措
置
内
容
を
拡

大
し
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
事

業
年
度
末
（
賦
課
期
日
）
が
迫
っ
た
申
請
や

認
定
に
つ
い
て
は
、
弾
力
的
に
対
処
す
べ
き

で
あ
る
。

⑤�

防
衛
特
別
法
人
税

　

わ
が
国
の
防
衛
力
強
化
に
係
る
安
定
的
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
創
設
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
も
そ
も
必
要
な
の
か
し
っ
か
り

と
し
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵�
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

①
「
法
人
版
事
業
承
継
税
制
の
特
例
」

　

特
例
措
置
の
適
用
期
限
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
特
例
承
継
計
画
の
提
出
と
認
定
申
請

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
認
定
を
受
け
た
後
も

一
定
期
間
ご
と
に
都
道
府
県
や
税
務
署
へ
報

告
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
免
除
を
受
け
る
た

め
に
は
原
則
と
し
て
後
継
者
が
死
亡
す
る
か

又
は
一
定
期
間
経
過
後
に
次
の
後
継
者
へ
事

業
承
継
税
制
の
適
用
を
受
け
る
贈
与
を
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
の
４
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
後
継
者
に
よ
っ
て
は
非
常
に
受
け
づ

ら
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
解
り
や
す
く
、

簡
素
な
仕
組
み
に
よ
り
、
納
税
猶
予
で
は
な

く
、
免
税
に
な
る
等
の
制
度
の
導
入
を
要
望

す
る
。

②
Ｍ
＆
Ａ
に
対
応
し
た
税
制
の
創
出

　

中
小
企
業
で
も
Ｍ
＆
Ａ
が
事
業
承
継
に
活

用
さ
れ
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。売
り
手
・

買
い
手
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
事
業
承
継
を

実
施
し
、
今
後
も
事
業
を
継
続
さ
せ
た
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
株
式
譲
渡
に
か
か
る

特
別
控
除
等
を
認
め
る
な
ど
の
、
Ｍ
＆
Ａ
に

対
応
し
た
税
制
の
創
設
を
要
望
す
る
。

⑶�

消
費
税
へ
の
対
応

①
軽
減
税
率
制
度
の
見
直
し

　

与
党
は
時
限
的
な
「
食
料
品
の
消
費
税
率

０
％
」
を
公
約
に
掲
げ
た
が
、
０
％
に
す
る

た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
問
題
か
ら
１

年
程
度
を
要
す
る
と
の
見
方
が
あ
り
、
一
方

で
、「
１
％
」
へ
の
引
下
げ
で
あ
れ
ば
、
比

較
的
短
期
間
で
導
入
可
能
と
の
議
論
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
税
率
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

や
事
業
者
の
事
務
負
担
、
コ
ス
ト
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
税

率
変
更
に
よ
る
対
応
よ
り
も
、「
給
付
付
き

税
額
控
除
」
を
速
や
か
に
導
入
す
る
方
が
、

時
間
を
か
け
ず
に
中
低
所
得
者
層
を
支
援
で

き
る
と
と
も
に
、
事
務
負
担
や
社
会
的
コ
ス

ト
の
軽
減
に
も
資
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
年
間
数
兆
円
の
消
費
税

の
減
税
は
、
社
会
保
障
財
源
の
安
定
確
保
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
代
替
財
源
の
確
保

な
ど
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　

法
人
会
で
は
長
年
に
わ
た
り
、
消
費
税
率

が
10
％
程
度
ま
で
は
単
一
税
率
が
望
ま
し
い

と
提
言
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
複
数
税

　
山
梨
県
連
令
和
九
年
度
税
制
改
正
に

　
関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出

（14）



率
制
度
が
納
税
者
に
複
雑
な
事
務
負
担
と
過

大
な
納
税
コ
ス
ト
を
強
い
る
た
め
で
あ
る
。

単
一
税
率
へ
の
一
本
化
と
事
業
者
免
税
点
制

度
の
廃
止
を
行
え
ば
、
現
行
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
は
不
要
と
な
る
。
現
行
制
度
で
は
、
売

り
手
が
免
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
買
い
手

で
あ
る
課
税
事
業
者
は
仕
入
税
額
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
自
社
が

負
担
す
る
消
費
税
額
が
増
加
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
売
り
手
側
が
免
税
事
業
者

の
ま
ま
で
い
る
場
合
に
は
、
取
引
継
続
が
困

難
と
な
る
可
能
性
も
生
じ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
事
業
者
間
の
公
平
性

を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

及
び
事
業
者
免
税
点
制
度
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
見
直
し
を
行
い
、
制
度
の
廃
止
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
行
政
の
効
率
化 

⑴�

源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限

　

法
人
や
事
業
者
の
取
引
に
お
け
る
決
済

は
、
殆
ど
が
月
末
に
行
わ
れ
て
お
り
、
諸
公

課
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
月
末
が
納
付
期
限

と
な
っ
て
い
る
。

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
事
務
効
率
の
観
点
か

ら
納
付
期
限
を
給
与
等
の
支
払
月
の
翌
月
末

日
に
、
納
期
の
特
例
適
用
者
は
１
月
末
日
と

７
月
末
日
に
改
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

⑵�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
手
数
料
の
軽
減

　

地
方
税
・
国
税
納
付
に
お
い
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
お
い
て
は
決
済
手
数

料
を
納
税
者
に
求
め
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
に
伴
う
納

税
コ
ス
ト
の
軽
減
分
を
勘
案
し
、
手
数
料
の

軽
減
又
は
無
料
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

《
税
目
別
》

１
．
法
人
税
関
係 

⑴�

実
態
に
合
っ
た
法
人
税
の
構
造
転
換
に
つ

い
て

　

法
人
税
の
実
効
税
率
は
平
成
28
年
度
か
ら

段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
平
成
30
、
令
和

元
年
度
に
は
29
・
74
％
と
待
望
の
20
％
台
実

現
に
至
っ
た
も
の
の
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
法

人
税
率
は
20
～
25
％
が
主
流
で
国
際
的
に
は

高
い
部
類
に
あ
る
。
さ
ら
に
令
和
８
年
４
月

か
ら
防
衛
特
別
法
人
税
が
新
た
に
導
入
さ

れ
、
令
和
８
年
４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年

度
か
ら
、
法
人
税
額
に
対
し
４
％
上
乗
せ

さ
れ
、
大
企
業
の
場
合
、
実
効
税
率
が
31
・

52
％
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
、企
業
側
は「
国

際
競
争
力
を
損
な
う
」
と
懸
念
し
て
い
る
。

　

税
率
の
引
き
上
げ
に
は
慎
重
に
判
断
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
企
業
の
収
益
や
経
営
体
力

に
与
え
る
影
響
を
十
分
に
考
慮
し
、
今
後
も

制
度
設
計
や
適
用
に
際
し
て
は
慎
重
で
丁
寧

な
対
応
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
特
に
中

小
企
業
を
含
む
広
範
な
法
人
に
一
律
的
な
負

担
増
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
企
業
規

模
や
収
益
状
況
に
応
じ
た
負
担
軽
減
や
段
階

的
な
導
入
の
検
討
が
望
ま
し
い
。

⑵�
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の
拡
充

　

現
行
制
度
は
、
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の

取
り
扱
い
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
報

酬
等
の
改
定
に
は
厳
し
い
制
約
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
役
員
給
与
は
、
職
務
執
行
の
対
価

で
あ
る
た
め
、
原
則
損
金
算
入
を
認
め
る
こ

と
。
ま
た
、
同
族
会
社
に
お
け
る
役
員
の
業

績
連
動
給
与
に
つ
い
て
も
、
経
営
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
一
定
の

要
件
の
も
と
損
金
算
入
を
認
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

⑶�

少
額
減
価
償
却
資
産
の
見
直
し

　

中
小
企
業
者
等
が
取
得
価
額
40
万
円
未
満

の
減
価
償
却
資
産
を
取
得
・
事
業
供
用
し
た

場
合
、
年
間
取
得
価
額
合
計
額
３
０
０
万
円

ま
で
は
取
得
価
額
の
全
額
を
損
金
算
入
で
き

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
限
額
３
０
０
万
円

を
撤
廃
し
全
額
を
損
金
算
入
と
す
る
。
な

お
、
そ
れ
が
直
ち
に
困
難
な
場
合
は
、
特
例

措
置
の
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

２
．
個
人
所
得
税 

⑴�

所
得
税
の
あ
り
方

　

所
得
税
は
収
入
の
多
い
人
ほ
ど
適
用
さ
れ

る
税
負
担
率
が
高
く
な
る
累
進
課
税
制
度
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
行
所
得
税
負
担
率
は
合

計
所
得
金
額
が
１
億
円
を
ピ
ー
ク
に
、
所
得

金
額
が
増
加
す
る
ほ
ど
減
少
す
る
逓
減
現
象

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
株
式
の
譲
渡
益
や

配
当
金
、
預
貯
金
や
債
券
の
利
子
と
い
っ
た

金
融
所
得
が
低
税
率
と
分
離
課
税
が
適
用
さ

れ
て
い
る
た
め
で
所
得
税
の
構
造
が
逆
進
的

に
な
っ
て
い
る
。
分
離
課
税
税
率
の
大
幅
な

引
き
上
げ
、
所
得
税
最
高
税
率
の
ア
ッ
プ
、

総
合
課
税
の
導
入
な
ど
課
税
方
式
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。

⑵�

各
種
控
除
制
度
の
見
直
し

　

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
基
礎
控
除
や
給
与

所
得
控
除
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
所

得
税
に
関
す
る
各
種
控
除
は
、
社
会
変
化
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、
人
的
控
除
に
つ
い

て
は
累
次
の
改
正
に
よ
り
複
雑
化
が
著
し

く
、
中
小
企
業
に
お
け
る
源
泉
徴
収
に
係
る

事
務
負
担
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
整

理
・
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
整
理
・

合
理
化
に
当
た
っ
て
は
、
税
制
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
な
ど
も
一
体

と
し
て
働
き
方
改
革
に
相
応
し
い
も
の
と
な

る
よ
う
多
角
的
な
検
討
を
求
め
る
。

３
．
相
続
税
・
贈
与
税
関
係

⑴�

相
続
税

①
基
礎
控
除
額
の
見
直
し

　

現
行
の
相
続
税
の
基
礎
控
除
額
（
３
，

０
０
０
万
円
＋
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

の
数
）
は
、平
成
25
年
度
税
制
改
正
で
（
５
，

０
０
０
万
円
＋
１
，
０
０
０
万
円
×
法
定
相

続
人
の
数
）
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
結
果
、

相
続
の
課
税
件
数
割
合
は
改
正
前
の
２
倍
程

度
に
な
っ
て
い
る
。
課
税
割
合
が
高
す
ぎ
る

た
め
、
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
を
要
望
す

る
。

②�

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
非
課
税
枠
を
拡

大
等
に
つ
い
て

　

相
続
時
精
算
課
税
は
一
定
の
直
系
親
族
間

の
贈
与
に
認
め
ら
れ
た
特
例
と
し
て
、
２
，

５
０
０
万
円
ま
で
の
贈
与
に
は
贈
与
税
が
か

か
ら
ず
、
贈
与
財
産
の
種
類
、
金
額
、
贈
与

回
数
、
年
数
に
制
限
が
な
く
早
期
に
若
年
者

に
多
額
の
財
産
を
移
転
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
も
の
の
、
内
容
の
複
雑
さ
や
、
ど
ん
な

場
合
に
適
し
て
い
る
か
が
分
か
り
づ
ら
い
。

利
用
し
た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト

も
多
く
、
利
用
す
る
人
が
少
な
い
。

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
で
新
た
に
「
年

１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除
」
の
枠
が
加
わ

り
、
令
和
６
年
１
月
以
降
、
相
続
時
精
算
課

税
制
度
を
選
択
し
た
人
へ
の
贈
与
で
も
、
年

１
１
０
万
円
ま
で
な
ら
贈
与
税
も
相
続
税
も

か
か
ら
ず
申
告
も
い
ら
な
く
な
り
、
さ
ら
に

令
和
６
年
度
改
正
で
は
贈
与
者
は
60
歳
以
上

の
父
母
又
は
祖
父
母
、
受
贈
者
は
18
歳
以
上

の
子
・
孫
へ
と
対
象
者
を
拡
大
し
、
か
な
り

使
い
勝
手
が
良
く
な
り
利
用
す
る
人
が
増
え

る
可
能
性
は
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
贈
与
時
に
非
課
税
で
も

相
続
時
に
合
算
さ
れ
る
不
動
産
な
ど
は
、
評

価
額
が
下
が
る
と
不
利
で
、結
果
と
し
て「
節

税
に
な
ら
な
い
」
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、
制
度

の
目
的
で
あ
る
資
産
移
転
の
促
進
と
実
際
の

効
果
が
乖
離
す
る
。

　

さ
ら
に
暦
年
課
税
と
の
併
用
ル
ー
ル
が
複

雑
で
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
も
複
雑
で
理
解

し
に
く
い
な
ど
、
従
来
か
ら
あ
る
内
容
の
複

雑
さ
と
デ
メ
リ
ッ
ト
も
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
後
当
該
制
度
の
活
用
促
進
を
図
る
た
め

に
は
、
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
に
つ
い
て
、

本
制
度
を
選
択
し
た
場
合
で
も
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
は
適
用
を
受
け
ら
れ
よ
う

に
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
相
続
物
件
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
相
続
時
か
あ
る
い
は
贈
与
時

の
い
ず
れ
か
評
価
の
低
い
方
を
選
択
適
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
非
課
税
枠
の
拡
大

を
含
め
更
な
る
利
用
し
や
す
い
制
度
の
見
直

し
を
要
望
す
る
。

⑵�

贈
与
税

　

現
行
の
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
は
平
成
13
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年
か
ら
１
１
０
万
円
に
拡
大
さ
れ
て
以
来
低

い
水
準
に
設
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
資
産

が
高
齢
者
に
偏
在
す
る
と
い
う
社
会
問
題
化

と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
へ
の
資
産
の
円
滑

な
移
転
の
促
進
に
よ
る
消
費
拡
大
に
寄
与
す

る
観
点
か
ら
も
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
を
現

行
の
１
１
０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
程
度
へ

の
引
き
上
げ
を
要
望
す
る
。

４
．
地
方
税
関
係 

⑴�

固
定
資
産
税
の
抜
本
的
見
直
し

①�

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
廃

止
・
縮
減
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
中

小
企
業
に
も
課
税
さ
れ
る
た
め
、
設
備
投
資

を
阻
害
し
、課
税
の
公
平
性
で
問
題
が
あ
る
。

特
に
、
製
造
業
を
中
心
と
す
る
多
額
の
設
備

を
有
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税

が
高
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
収
益
を
圧

迫
し
、
企
業
競
争
力
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。

　

国
際
的
に
も
事
業
用
資
産
に
対
す
る
課
税

が
稀
で
あ
る
た
め
、
廃
止
ま
た
は
縮
減
を
要

望
す
る
。

②
評
価
方
法
の
見
直
し

　

地
価
が
長
年
下
落
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
固
定
資
産
税
は
未
だ
に
過
大
な
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。評
価
方
法
の
適
正
化
、

税
率
を
引
き
下
げ
る
等
、
実
勢
価
格
に
よ
る

税
負
担
に
近
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
も
、
建
物

へ
の
経
年
評
価
に
改
め
る
な
ど
評
価
方
法
の

見
直
し
を
要
請
す
る
。

③
固
定
資
産
評
価
の
一
元
化

　

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
国
税
庁
が
そ
れ

ぞ
れ
目
的
に
応
じ
て
土
地
の
評
価
を
行
っ
て

い
る
が
、
土
地
の
使
用
目
的
に
よ
り
恣
意
的

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
行
政
の
効

率
化
の
観
点
か
ら
も
評
価
体
制
は
一
元
化
す

べ
き
で
あ
る
。

④�

空
き
家
等
の
流
動
化
に
資
す
る
税
制
の
創
出

　

住
宅
用
地
に
建
物
が
存
在
す
る
場
合
、
固

定
資
産
税
の
税
負
担
が
最
大
で
６
分
の
１
に

軽
減
さ
れ
る
一
方
、
建
物
を
解
体
し
て
更
地

に
す
る
と
、
固
定
資
産
税
の
負
担
が
最
大
で

６
倍
と
な
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。

　

近
年
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
増
加
が
社

会
問
題
と
な
る
中
、
老
朽
化
し
た
建
物
を
解

体
し
た
く
て
も
、
解
体
後
の
固
定
資
産
税
負

担
の
増
加
を
懸
念
し
、
対
応
を
た
め
ら
う
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
建
物
が
放
置

さ
れ
れ
ば
、
災
害
時
に
お
け
る
倒
壊
に
よ
る

周
辺
住
民
や
通
行
人
へ
の
危
険
性
を
高
め
る

ほ
か
、
防
犯
上
の
問
題
や
地
域
環
境
の
悪
化

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

こ
の
た
め
空
き
家
等
の
適
切
な
除
却
や
利

活
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
固
定
資
産
税

の
負
担
の
あ
り
方
を
含
め
、
税
制
面
か
ら
実

効
性
の
あ
る
空
き
家
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。

⑵�
超
過
課
税
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
に
は
、
課
税
自
主
権
の
尊
重

の
観
点
か
ら
財
源
確
保
や
環
境
対
策
な
ど
特

定
の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
超
過
課

税
を
実
施
す
る
こ
と
や
法
定
外
税
を
創
設
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
超
過
課
税
と

は
、
地
方
公
共
団
体
が
地
方
税
を
課
税
す
る

場
合
通
常
用
い
る
標
準
税
率
を
基
本
と
す
る

が
、
標
準
税
率
を
超
え
る
税
率
を
条
例
で
定

め
て
課
税
す
る
地
方
公
共
団
体
が
あ
る
。
課

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
容
認
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。標
準
税
率
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

５
．
そ
の
他 

⑴�

震
災
復
興

　

現
行
の
雑
損
控
除
は
、
災
害
に
よ
る
損
失

と
盗
難
・
横
領
に
よ
る
損
失
が
同
じ
取
扱
い

に
な
っ
て
い
る
。
災
害
に
よ
る
損
失
は
、
盗

難
・
横
領
に
よ
る
損
失
よ
り
も
多
額
で
あ
り
、

保
険
金
で
損
失
が
カ
バ
ー
出
来
き
れ
な
い
た

め
、
雑
損
控
除
か
ら
独
立
し
た
控
除
制
度
の

創
設
を
要
望
す
る
。

⑵�

環
境
問
題
に
対
す
る
税
制
上
の
対
応

　
「
森
林
環
境
税
」
は
同
じ
森
林
整
備
の
名

目
で
す
で
に
全
国
37
府
県
で
独
自
に
導
入
さ

れ
て
お
り
、
独
自
に
導
入
し
て
い
る
府
県
に

と
っ
て
は
国
税
と
な
る
森
林
環
境
税
も
上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
。２
種
類
の
森
林
環
境
税
は
、

森
林
保
全
を
目
的
と
す
る
点
で
重
な
る
部
分

が
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
二
重
課
税
」
と

な
り
納
税
者
か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
全
国
知
事
会
は
二
重
課
税
の
誤
解
を
受

け
な
い
た
め
、
自
治
体
の
独
自
の
目
的
課
税

と
の
す
み
分
け
を
明
確
に
す
る
と
し
て
い
る

が
、
説
明
及
び
理
解
は
十
分
に
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
て
自
治

体
に
配
る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
平
成
31
年

度
か
ら
市
区
町
村
及
び
都
道
府
県
へ
の
譲
与

が
始
ま
り
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、
森
林
面
積
の
割
合
を
５
％
上
げ
、
人
口

の
割
合
を
５
％
下
げ
る
見
直
し
を
実
施
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
な
お
も
森
林
が
少
な

く
林
業
が
盛
ん
で
は
な
い
都
市
部
に
相
対
的

に
多
い
額
が
配
分
さ
れ
、
森
林
が
多
い
自
治

体
に
十
分
な
配
分
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
な
配

分
算
定
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
基

準
の
見
直
し
を
求
め
る
声
は
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
課
税
に
先
行
し
て
配
ら
れ
た
財
源

を
巡
っ
て
は
、
都
市
部
の
自
治
体
で
は
使
い

道
に
苦
慮
し
、
全
国
の
平
成
31
〜
令
和
４
年

度
累
計
交
付
総
額
約
１
，
５
０
０
億
円
の
う

ち
未
活
用
額
が
４
年
間
で
５
２
５
億
円
に
上

り
、
令
和
５
年
度
以
降
も
多
く
の
自
治
体
で

税
金
が
「
積
み
立
て
ら
れ
る
だ
け
」
で
森

林
整
備
が
進
ま
ず
、
本
来
の
目
的
（
C
O
2

吸
収
・
災
害
防
止
）
が
達
成
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
は
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
み
ち

は
「
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費

用
」
や
「
森
林
整
備
を
実
施
す
る
市
町
村
の

支
援
等
に
関
す
る
費
用
」
に
使
う
と
い
う
縛

り
が
あ
り
、
森
林
の
多
い
自
治
体
は
使
い
道

が
あ
る
が
、
森
林
が
ほ
と
ん
ど
な
い
都
市
部

は
使
え
ず
基
金
が
膨
張
す
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　

森
林
は
豊
富
に
あ
る
が
人
口
の
少
な
い
過

疎
地
の
山
村
へ
の
配
分
が
少
な
く
な
る
と
い

う
逆
転
現
象
が
起
き
て
お
り
、
ま
た
国
か
ら

配
布
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
、
多
く
の

自
治
体
に
お
い
て
、
そ
の
使
い
道
が
各
自
治

体
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
使
い
道

が
あ
い
ま
い
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

具
体
策
は
地
方
自
治
体
の
担
当
者
に
一
任
さ

れ
て
い
る
た
め
、
実
際
、
森
林
・
林
業
の
担

当
職
員
が
い
な
い
自
治
体
や
、
1
人
で
担
当

し
て
い
る
よ
う
な
自
治
体
の
多
く
は
「
お
金

を
渡
さ
れ
て
も
何
を
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

配
分
基
準
の
見
直
し
と
使
い
残
し
へ
の
対

策
と
と
も
に
使
い
道
の
明
確
な
説
明
と
見
え

る
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶�

租
税
教
育

　

税
は
国
や
地
方
が
、
国
民
に
供
与
す
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
り
、
国
民
全
体
で

等
し
く
負
担
す
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
税

の
適
正
な
納
付
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

使
途
に
つ
い
て
も
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
税

の
意
義
や
税
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
必
ず
し

も
国
民
全
員
が
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
社
会

全
員
で
租
税
教
育
に
取
り
組
み
、
納
税
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑷�

そ
の
他

①
印
紙
税
の
廃
止

　

現
在
の
印
紙
税
法
は
契
約
書
や
領
収
書
な

ど
の
文
書
に
よ
る
取
引
に
は
課
税
さ
れ
る

が
、
電
子
契
約
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
文
書
に
は

課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
不
公
平
感
が
あ

る
。
印
紙
税
の
廃
止
を
要
望
す
る
。

②
二
重
課
税
の
廃
止

　

ガ
ソ
リ
ン
、
酒
、
た
ば
こ
の
販
売
価
格
に

は
も
と
も
と
税
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
更
に
現
行
10
％
の
消
費
税
が
課
さ

れ
「
二
重
課
税
（
T
a
x 

o
n 

T
a
x
）」

と
な
っ
て
い
る
。
二
重
課
税
の
廃
止
を
要
望

す
る
。
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７つの間違い探し
※左の絵と右の絵には相違点が７か所あります。
　見つかりますかな？（答えは26ページ下にあります。）

【作者紹介】　神谷一郎（かみや・いちろう）　
　　　　　　専修大学法学部卒業後、漫画プロダクションを経て漫画家に。
　　　　　　�現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広告・

水彩画挿絵等で活躍中。

税務研修会開催のお知らせ
『令和８年度税制改正による見直し等について』

　●日  時：令和８年９月２９日（火）14：45～16：00
　●場  所：大月法人会館二階研修室
　●講  師：大月税務署法人課税第一部門審理担当国税調査官

　●定  員：５０名（会員、非会員問いません）

受講を希望される方
は大月法人会事務局
までご連絡ください。
TEL 0554-45-6565
FAX 0554-45-6465
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大月税務署人事異動のお知らせ

伊藤勝斗 法人１調査官 藤淵一久 署長大田貴士 法人１統括

●
出
身
地

　

福
岡
県
福
岡
市

●
趣
　
味

　

漆
芸（
乾
漆
）・
Ｆ
１
視
聴

●
モ
ッ
ト
ー

　

�

好
奇
心
を
失
わ
な
い

●
出
身
地

　

京
都
府
京
都
市

●
趣
　
味

　

音
楽
鑑
賞

●
モ
ッ
ト
ー

　

温
故
知
新

●
出
身
地

　

東
京
都
青
梅
市

●
趣
　
味

　

ツ
ー
リ
ン
グ

●
モ
ッ
ト
ー

　

日
進
月
歩

職　名
旧【令和７事務年度】 新【令和８事務年度】

氏名 新所属・職名 氏名 前所属・職名

署 長 松田　泰尚 財務省　OECD　
シニアアドバイザー 藤淵　一久 東京局　調査第一部　統括官

総 務 課 長 石井　竜彦 留任 石井　竜彦 留任

管運・徴収統括 松澤　　諭 東京局　徴収部　特別整理　
主査 小武海智美 横浜南　徴収２　統括官

個 人 １ 統 括 木原　大介 杉並　　個人１　統括官 大矢　純平 山梨　　個人　統括官

個 人 ２ 統 括 桶作　　聡 八王子　個人２　統括官 山本　　勝 鰍沢　　個人　上席

資 産 統 括 岡嶌　克晃 留任 岡嶌　克晃 留任

法 人 １ 統 括 辰野美喜江 中野　　法人１　統括官 大田　貴士 東京局　総務部　営繕技術官

法 人 ２ 統 括 山野井　孝 ご退職 橘田　裕仁 八王子　法人２　統括官

法 人 ３ 統 括 山本　昌司 留任 山本　昌司 留任

法人１調査官 杉沼遼太郎 東京局　課税二部　法人課税課　
実査官 伊藤　勝斗 日野　　法人１　調査官

新任者プロフィール
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大
月
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
淵
　
一
久

　

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
大
月
税
務
署
長

を
拝
命
し
、
東
京
国
税
局
調
査
第
一
部
統

括
国
税
調
査
官
か
ら
参
り
ま
し
た
藤
淵
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
署
長
と
し
て
歴
史
あ
る
大
月

税
務
署
に
着
任
し
、
日
本
を
代
表
す
る
景

勝
地
で
あ
る
富
士
山
を
間
近
に
望
み
、
富

士
五
湖
の
穏
や
か
な
湖
畔
や
忍
野
八
海
の

清
ら
か
な
湧
き
水
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
日
々
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
任
の
松
田
同
様
、
御
懇
情
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
口
会
長
を
は
じ
め
大
月
法
人
会
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御
理

着
任
の
御
挨
拶

　

前
大
月
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
　
泰
尚

　

初
秋
の
候
、
大
月
法
人
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
大
月

税
務
署
長
を
離
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
七
月
の
着
任
以
来
、
山
口
会
長
を

は
じ
め
大
月
法
人
会
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

通
常
よ
り
少
し
筋
肉
質
で
あ
る
こ
と
く

ら
い
し
か
取
り
柄
の
な
い
私
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
大
月
法
人
会
の
皆
様
の
税
務
行

政
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御

支
援
に
よ
り
、
署
長
と
し
て
の
任
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
標
語
募
集
、
絵
画
・
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
つ
る
産
業
ま
つ
り
、

全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
、
賀
詞
交
換

離
任
の
御
挨
拶

会
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
租
税

教
室
な
ど
、
皆
様
と
共
に
様
々
な
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
一
つ
一
つ
の
活
動
を
通
じ
て
、
皆
様
の

熱
意
と
行
動
力
を
強
く
感
じ
る
と
と
も

に
、
大
月
法
人
会
の
皆
様
が
、
税
知
識
の

普
及
と
適
正
な
申
告
納
税
制
度
を
力
強
く

支
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
後
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
所
在

す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
、
移
転
価
格
税

制
を
中
心
に
国
際
課
税
に
携
わ
る
予
定
で

す
。
職
場
も
業
務
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
と
の
出
会
い
の
中

で
得
た
経
験
や
学
び
を
糧
に
、
微
力
な
が

ら
、
少
し
で
も
世
の
中
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
職
務
と
自
己
研
鑽
に
邁
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
月
法
人

会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

御
健
勝
並
び
に
事
業
の
更
な
る
御
繁
栄
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
離
任
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

解
と
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
正
し
い

税
知
識
の
普
及
」
を
目
的
と
し
た
説
明
会
・

研
修
会
を
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
納
税
道
義

の
高
揚
の
た
め
の
活
動
と
し
て
次
世
代
を

担
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
租
税

教
室
」
並
び
に
、
小
学
生
に
よ
る
「
税
金

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」・「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
及
び
高
校
生
に
よ
る

「
税
の
標
語
募
集
」
を
開
催
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
貢
献
活
動

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
山
口
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
御
尽
力

の
賜
物
で
あ
る
と
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
八
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
法
人
税
で
は
特
定
生
産
性
向
上
設
備

等
投
資
促
進
税
制
の
創
設
や
中
小
企
業
者

等
の
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の

損
金
算
入
の
特
例
の
拡
充
、
所
得
税
で
は

基
礎
控
除
及
び
給
与
所
得
控
除
の
見
直

し
、
消
費
税
に
お
い
て
は
令
和
七
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
る
リ
フ
ァ
ン
ド
方
式
が
今

年
の
十
一
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
伴
い
税
務
事
務
も
変
化
し
て

い
る
状
況
で
す
。
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私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
改
正
内

容
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
周
知
・
広
報

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
貴
会
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
に
税
制
改
正

内
容
等
を
十
分
理
解
い
た
だ
き
、
必
要
な

準
備
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
周
知
・
広
報
に
御
協
力
の
方
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
経
済
環
境
や
社
会
構
造

の
変
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展

を
踏
ま
え
、「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税

義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す

る
」
と
い
う
使
命
の
達
成
に
向
け
て
、「
納

税
者
の
利
便
性
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
事

務
の
効
率
化
・
高
度
化
」
及
び
「
事
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
を
３
つ
の
基
本

的
な
柱
と
し
て
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
税
務
手
続
の
電
子
化
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
事
業
者
の
皆

様
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
支
援
し
、
経
済
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

さ
ら
な
る
進
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
記
帳

か
ら
申
告
・
納
税
に
至
る
ま
で
の
一
連
の

事
務
処
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
生
産
性

向
上
や
事
務
負
担
の
軽
減
と
い
っ
た
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
時
間
や
場
所
を
問
わ

ず
円
滑
に
税
務
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
給
与

所
得
情
報
等
の
自
動
連
携
機
能
の
拡
充
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
促
進
な
ど

に
よ
り
、
税
務
署
へ
来
署
す
る
こ
と
な
く

手
続
を
完
結
で
き
る
仕
組
み
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
納
税
者
の

利
便
性
向
上
及
び
税
務
行
政
の
さ
ら
な
る

効
率
化
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法

人
大
月
法
人
会
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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【源泉所得税】基礎控除及び給与所得控除の引き上げ
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開催年月日 開催時間 定員 開催場所 申込先

令和８年 月８日 木

： ～ ：

（ 受付開始 ： ～ ） 名

大月市御太刀２－８－

大月地方合同庁舎

大月税務署３階会議室

大 月 税 務 署

法人課税第１部門

（ ）

： ～ ：

受付開始 ： ～ 名

令和８年 月 日 木

： ～ ：

（ 受付開始 ： ～ ） 名

： ～ ：

受付開始 ： ～ 名

※お申込みの際は、お名前、連絡先、参加希望日及び参加人数をお伝えください。

「令和８年度税制改正等」に関する説明会の開催（事前申込み制）

【 抜粋版 】※詳しくは、国税庁ホームページをご参照ください。

【消費税】 リファンド方式の概要

大月税務署では、「令和８年度税制改正等」について下表のとおり説明会を開催いたします。

説明会は事前予約制となりますので、参加希望の方は、 月２日 金 までにお申し込みください。

なお、定員に達した時点で、予約の受付を終了させていただきます。
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公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

　
　

前
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
能
久

　

初
秋
の
候　

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
五
月
の
第
十
五
回
定
時
総
会

を
以
っ
て
、
当
会
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
か
ら
十
三
年
間
に
亘
り
、

細
谷
会
長
、
細
田
会
長
、
山
口
会
長
の
三

代
の
会
長
の
も
と
で
事
務
局
運
営
に
携
わ

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
各
会
長
の
ご
指
導

と
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
今
日
ま
で
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
十
三
年
間
は
、
社
会
経
済
環
境
が

　

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

　
　

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉
　
　
昇

　

初
秋
の
候　

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
五
月
の
第
十
五
回
定
時
総
会

に
お
い
て
、
当
会
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
十
余
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
当
会
の

事
務
局
の
任
に
当
た
る
こ
と
は
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
の
発
展
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら

新
し
い
職
務
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
任
者

同
様
に
役
員
、
及
び
会
員
の
皆
様
並
び
に

関
係
各
位
の
皆
様
の
格
別
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

退
任
の
御
挨
拶

就
任
の
御
挨
拶

大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

税
務
当
局
と
の
連
携
に
よ
る
消
費
税
制
を

は
じ
め
と
す
る
税
制
改
正
へ
の
対
応
説
明

会
や
研
修
会
の
開
催
、
新
し
い
公
益
法
人

制
度
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
事
務
局
運
営
や
事
業
継
続
な

ど
、
法
人
会
と
し
て
も
多
く
の
課
題
に
直

面
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
税
務
当
局
、
税
理
士
会
大
月
支
部
、

全
国
法
人
会
総
連
合
、
山
梨
県
法
人
会
連

合
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
指
導
・
ご
支
援
は
、

当
会
の
事
業
推
進
に
と
っ
て
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
正
副
会
長
を
は
じ
め
、
親
会
、

青
年
部
会
、
女
性
部
会
、
各
支
部
の
役
員

の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
惜
し
み
な
い

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
公
益
法
人
の
使
命

で
あ
る
不
特
定
多
数
の
方
の
利
益
の
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
税
に
関
す
る
知
識
の

普
及
お
よ
び
納
税
意
識
の
高
揚
並
び
に
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
中
心
と
し
た

公
益
目
的
事
業
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
福

利
厚
生
制
度
商
品
の
推
進
協
力
や
会
員
交

流
事
業
の
活
性
化
、
法
人
会
全
国
大
会
へ

の
参
加
な
ど
、
数
々
の
事
業
を
前
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
創
立
四 

十
周
年
事
業
、
法
人
会
創
立
七
十
周
年
記

念
事
業
で
は
、
法
人
会
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
地
域
企
業
と
と
も
に
築
い
て
き
た
歴

史
の
重
み
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨

大
会
並
び
に
全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会

開
催
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

忘
れ
得
ぬ
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会
活
動
は
、
地
域
企
業
の
健
全
な

発
展
と
地
域
社
会
の
活
力
向
上
に
寄
与
す

る
重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
十
三
年
間

は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
退
任
後
は
、
顧

問
と
い
う
肩
書
と
併
せ
て
、
一
会
員
と
し

て
引
き
続
き
当
会
の
活
動
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
、
会
員
企
業
の

皆
さ
ま
の
ご
繁
栄
と
、
大
月
法
人
会
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
退
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

十
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
任
に
は
、
上
杉
昇
が
就
任
し

ま
し
た
の
で
、
私
同
様
に
ご
指
導
ご
支
援

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
旧
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
御
挨
拶
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方をすればまろやかな軟水で、雨が多く水が豊か
だったおかげで、水を利用した調理方法が発達し
ました。たっぷりの水で野菜をゆでる、水を吸わ
せながら炊くご飯を炊く、汁物、蒸し物は水が良
いから発達した調理方法です。だしやおひたし、
おさしみ、冷奴、流しそうめんなどは、水が豊富
で質が良いのでできる料理です。

②日本の食の文化的な背景
　仏教が伝来して文明開化まで、日本人は仏教の
教えに従い肉食をしてきませんでした。たんぱく
源は魚介類や大豆から摂り、独自の調理方法や加
工品を生み出してきました。
　私たちが当たり前に食べる刺身や卵かけご飯な
ど、「生」で食べることも世界的には珍しい食べ方
です。生の食品は食中毒リスクが高く、外国の食
文化では発達しませんでした。日本は四方が海で
新鮮な魚介類がすぐ手に入ること、衛生的あるこ
とを好む国民性が生で食べる文化を育てました。
　近年、海外でもヘルシーだと人気のある豆腐で
すが、それ以外にも大豆からみそ、きな粉、油揚げ、
卯の花、がんもどき、豆乳、納豆、枝豆、モヤシ
などがつくられてきました。大豆は主食である米
に足りないアミノ酸を多く含んでいるので、米と
大豆を一緒に摂るとたんぱく質の質が向上します。

元気に働くための元気に働くための
健 康 情 報

1）日本の特徴と食
①日本の食の地理的な背景
　　 �「日本のミネラルウォーターは軟水が多いっ

ていわれるけど、軟水ってなあに？」
　　 �「水の種類は溶け込んでいるカルシウムやマ

グネシウムの量で軟水、中硬水、硬水に分け
られるんだ。日本の名水には軟水が多いよ」
　日本は火山帯に位置し、土壌は火成岩が多くなっ
ています。そのため含まれるカルシウムの量は土
地が隆起してできたヨーロッパの 4 分の 1 ぐらい
といわれ、地下水のなかにもあまりミネラルが含
まれていません。
　また雨が多く、地形の高低差が大きいため川は
すぐに海に流れ出てしまい、ミネラルが溶け込む
時間がありません。そのような土壌や水で育つの
で野菜中に含まれるカルシウムの量もヨーロッパ
に比べ、少なくなっています。
　しかし四方を海に囲まれている日本は海産物か
らたくさんのカルシウムを得てきました。わかめ
や昆布などの海藻は野菜よりもカルシウム量が多
く、ちりめんじゃこなど魚ごとそのままを食べる
小魚はカルシウムだけでなく、鉄、たんぱく質の
供給源になってきました。
　日本人をはじめ、東洋人は昔から海藻を利用し
てきたので、腸内に消化できる細菌がいる人もい
ます。
　日本の気候帯は温帯で四季があり、季節ごとに
いろいろな食材が手に入ります。食材が最も取れ
る時期を「旬」といいますが、旬の食材は栄養価
も高く、味も良いのが特徴です。例えばほうれん
草の旬は冬ですが、夏ものと比べるとビタミン C
が３倍含まれています。
　日本の水はミネラル分が少ないものの、逆の見
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。
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